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４
年

〓死
たス

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
よ
、
さ
よ
う
な
ら
。
汗
だ

く
が
い
い
。
４
年
ぶ
り
の
阿
波
踊
り

ｏ
東
林
間
サ

マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル
が
晴
天
の
８
月
５
日

（土
）

～
６
日

（日
）
、
東
林
間
駅
前
大
通
り
を
中
心
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
５
連
の
皆
さ
ん
は
日
夜
練
習
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
参
加
友
好
連
は
２
日
間
で
総
勢

３６
連
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
上
鶴
間
中
学
校
の
生
徒

有
志
は
今
年
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
夏
の
祭
典

に
大
活
躍
。
（詳
細
は
６
面
参
照
）

地
元
の
連
名

。
設
立
年
次
は
次
の
よ
う
で
す
。

東
林
間
連
。平
成
５
年
、
ほ
た
る
連
と
伍
楽
連
・

平
成
１２
年
、
あ
う
ん
連

・
平
成
１４
年
、
ひ
よ
り

連

・
平
成
２１
年
、
壱
粋

。
平
成
２８
年

あ
う
ん
連
の
連
長
大
石
方
哉
さ
ん
は

「踊
子
さ

ん
の
や
る
気
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
踊

り
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん
も
連
に
加
わ

っ
て
い
ま

す
。
あ
う
ん
連
と
い
う
名
は
全
国
で
こ
こ
だ
け
。

東
林
間
神
社
の
両
脇
に
あ
る
邪
気
を
祓
う
狛
犬

（獅
子
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
縁
起
の
良
い
名
に
し

ま
し
た
。
あ
う
ん
連
の
特
徴
は
笛
の
自
作
曲
数
の

多
さ
。
家
内
が
笛
を
吹
く
の
で
二
人
三
脚
で
作
曲

し
て
い
ま
す
。
あ
う
ん
連
の
モ
ッ
ト
ー
は

〃楽
し

く
や
る
こ
と
〃
。
楽
し
く
踊
れ
ば
、
見
て
く
れ
て

い
る
人
に
も
元
気
を
与
え
ら
れ
ま
す
」
と
総
括
し

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
元
連

の
他
に
、
に
わ
か
連
の
参

加
も
あ
り
、
地
域
あ
げ
て
の
盛
大
な
夏
の
祭
典

で
し
た
。

ぶ
リ
　
ヤ
〓

，
Ｃ

な
地
元
連
　
‐‐ャイ
■
Ｃ
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令和 5年 9月 6日 東 りんかん ふれあいだより (2)

自
治
会
主
催
の
第
１
回
中
高
年
対
象
ふ

れ
あ
い
交
通
教
室
が
曇
天
の
６
月
２３
日

（金
）
、
自
治
会
館
２
階
で
開
催
。

講
師
は
南
警
察
署
交
通
総
務
課
高
橋
新

さ
ん
。
参
加
者
は

一
般
会
員
２８
人
、
区
長

さ
ん
１５
人
、
本
部
役
員
Ｈ
人
、
活
動
協
力

員
４
人
の
合
計
５８
人
。

高
橋
さ
ん
の
お
話
の
主
な
内
容
は
管
内

の
交
通
事
故
の
特
徴
、
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
と
運
転
上
の
注
意
点
で
し
た
。

そ
の
１

¨
管
内
の
交
通
事
故
の
特
徴

神
奈
川
県
に
お
け
る
令
和
４
年
次
の
過

失

に
よ
る
交

通
事
故
発
生
件
数

は
約

２
万
１
千
件
。
そ
の
中
で
南
警
察
署
管
内

の
状
況
を
み
れ
ば
、
交
通
事
故
件
数
が

８
１
３
件
で
県
下
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
高
齢

者
に
よ
る
事
故
が
２
７
２
件
で
県
下
ワ
ー

ス
ト
４
位
。
自
転
車
事
故
が
２
７
４
件
で

ワ
ー
ス
ト
２
位
。
管
内
の
交
通
事
故
の
特

徴
は
今
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
自
転
車

事
故
の
多
さ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
２

¨
自
転
車
交
通
ル
ー
ル

・
車
道
通
行
が
原
則
。

・
車
道
の
左
側
通
行
。

上
父
差
点
で

一
時
停
止
、
信
号
に
従
う
。

・
夜
間
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
。

。
飲
酒
運
転
の
禁
止
。

。
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
。
事
故

時
の
頭
部
衝
撃
を
吸
収
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
３

¨
運
転
上
の
注
意
点

。
交
差
点
で
は
二
段
階
右
折
す
る
。

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
歩
行
者
が

渡
ろ
う
と
す
る
と
き
停
止
す
る
。
神
奈
川

県
の
車
全
体
の
横
断
歩
道
停
止
率
は
昨
年

３４
％
。
（全
国
４０
％
）

。
コ
ン
ビ
ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
出

入
り
回
の
交
通
事
故
が
多
い
の
で
注
意
が

必
要
。

。
子
ど
も
が
自
転
車
で
道
路
を
急
に
横

断
。
自
動
車
運
転
手
は
事
故
を
避
け
る
た

め
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
歩
道
の
歩
行
者
を

死
亡
さ
せ
た
。
こ
の
場
合
、
監
督
義
務
違

反
で
親
に
約
９

・
５
千
万
円
の
支
払
い
判

決
。
家
族
の
話
合
い
が
大
切
で
す
。

。
自
転
車
保
険
に
加
入
し
よ
う
。
自
動
車

保
険
に
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
７
月

か
ら
①
時
速
２０
ｋｍ
以
下
②
ｌ６
歳
以
上
③
無

免
許
④
原
則
車
道
の
左
端
走
行
⑤
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
、
ウ
イ
ン
カ
ー
装
備
⑥

ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
な
ど
で
乗
れ
ま

す
。
停
止
時
に
両
足
で
着
地
す
る
な
ど
注

意
が
必
要
で
す
。

プロジェクターを使った分かりやすい説明
ありがとうございました

無線情報の流れ

避難所開設

無線機操作の訓練

第
２
回
区
長
会
が
曇
天
の
７
月
８
日

（土
）
、
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
５３
人
。
（参
加
率
６２
％
）

（１
）
報
告
事
項

。
敬
老
の
お
祝
い
の
手
続
き

喜
寿
、
傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿
、
自
寿
、

百
寿
の
該
当
者
は
班
長
さ
ん
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
班
長
さ
ん
は
名
簿
を
作
成
し
、

７
月
２５
日
ま
で
区
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
区
長
さ
ん
は
預
か

っ
た
名
簿
を

７
月
３１
日

（月
）
ま
で
事
務
所

へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
お
祝
い
品

（東
林
間
商
店

街
商
品
券
）
は
９
月
初
旬
に
区
長
さ
ん
へ

配
布
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
商
品
券
は
区

長
さ
ん
↓
班
長
さ
ん
↓
該
当
者
と
い
う
流

れ
で
該
当
者
に
わ
た
り
ま
す
。

。
そ
の
他

自
治
会
事
務
所
の
夏
季
休
暇
は
８
月
Ｈ

日

（金
）
～
８
月
１７
日

（本
）
で
す
。
次

回
の
区
長
会
は
１０
月
１４
日

（土
）
１０
時
か

ら
自
治
会
館
の
予
定
。
ク
リ
ー
ン
デ
ー
な

ど
の
活
動
開
催
日
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

（２
）
無
線
機
操
作
訓
練

こ
の
訓
練
で
は
第
１
回
区
長
会
に
配
布

さ
れ
た

『令
和
５
年
度
防
災
活
動
計
画
』

を
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
図

）

震
度
５
強
以
上
の
地
震
発
生
の
と
き
、

災
害
の
推
移
を
見
守
る
た
め
自
宅
近
く
の

公
園
な
ど
に

一
時
避
難
場
所
が
選
定

（１２

か
所
）。
訓
練
時
に
住
民
は

一
時
避
難
場
所

に
集
合
し
ま
す
。
発
災
時
で
も
住
民
の
要

望
か
ら
最
低
１
回
は
そ
こ
へ
集
合
し
ま
す
。

一
時
避
難
場
所
の
正
、
副
責
任
者
は
区
長

さ
ん
の
中
か
ら
輪
番
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

訓
練
は
担
当
の
副
責
任
者
が
無
線
機
を

操
作
し
、
一
時
避
難
場
所
名
、
担
当
者
名
、

避
難
者
数
な
ど
を
自
主
防
災
隊
本
部

（
自

治
会

）
へ
通
信
し
ま
し
た
。
（上
段
写
真
）

避
難
所
到
着
後
の
本
部

へ
の
連
絡
は
秋
の

防
災
訓
練
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

【避難所到着後】
一時遊難所名

:L難 所名

進難者数など

1情報カー ド

一時避難所名
無線キH当者名

'壁

難者数
ケガ人数など

自主防災隊本部
(自 ,台会)

連合本部
(地 区連)

① ②  ③
避事1所開設

一時避難場所
(12か所)

避難所

(小中学校)
の提出)

∋一
対
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ふ
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あ
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第
２
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山レン八礫

躙
雉
蠅
鋏
軸蟄
曇

防
災
体
験
デ
ー
が
曇
天
の
６
月
２５
日

（日
）
、
東
林
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
デ
ー
の
目
的
は
、
大
規
模
な

震
災
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
、
東
林
地

区
の
自
主
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
で

す
。
特
徴
は
自
治
会
、
避
難
所
の
防
災
訓

練
に
比
べ
よ
り
専
門
的
な
体
験
を
す
る
こ

と
。
主
催
者
は
東
林
地
区
連
合
自
主
防
災

隊

（東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
）
。
参
加

者
は
傘
下
１６
自
治
会
中
７
自
治
会
。
東
林

間
自
治
会
か
ら
・８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
田
村
地
区
連
会
長
か
ら

「阪

神
淡
路
大
震
災
で
家
や
家
具
の
下
敷
き
に

な

っ
て
救
出
さ
れ
た
２
・
５
千
人
の
う
ち

８４
％
が
近
所
の
人
々
に
よ
る
も
の

（生
存

率
８０
％
）
、
残
り
の
１６
％
が
消
防

・
警
察

・

自
衛
隊
に
よ
る
も
の

（生
存
率
５０
％
）
」

と
共
助
の
重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。

まし験体をιｌ
′

下ιｌ
′

上の差段

参
加
者
全
員
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
自

治
会
ご
と
に
分
か
れ
以
下
の
２
つ
の
セ
ッ

ト
化
さ
れ
た
防
災
内
容
を
体
験
し
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法

。
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

心
肺
蘇
生
法
体
験
で
は
①
周
囲
の
安
全

確
認
②
被
災
者
の
意
識
確
認
③
呼
吸
確
認

④
消
防
署

へ
通
報
⑤
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
３０

回
⑥
人
工
呼
吸
⑦
消
防
署
員
が
来
る
ま
で

⑤
⑥
を
繰
り
返
す
と
い
う
体
験
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
で
は
機
器
か
ら
伝
わ
る
音
声

の
指
示
に
従
い
①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ

る
②
肩
、
心
臓
、
脇
腹
が
直
線
に
な
る
よ

う
に
肩
と
脇
腹
に
パ
ッ
ト
を
貼
る
③
パ
ッ

ト
に
繋
が
っ
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト
を
マ
ッ

サ
ジ
ャ
ー

（本
体
）

へ
入
れ
る
④
衝
撃
波

が
伝
わ
る
⑤
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
⑥
電
源
を

切
る
と
い
う
動
作
体
験
で
し
た
。
（上
段

写
真
）

車
椅
子

・
初
期
消
火
体
験

車
椅
子
体
験
で
は
ま
ず
段
差
を
上
る
と

き
①
手
の
ひ
ら
を
八
の
字
に
し
て
座
位
を

開
く
②
椅
子
両
側
の
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

③
足
踏
み
ペ
タ
ル
を
立
て
座

っ
て
も
ら
う

④
ペ
タ
ル
を
戻
し
ブ
レ
ー
キ
を
外
す
⑤
段

差
手
前
で
止
ま
り
、
両
タ
イ
ヤ
の
内
側
に

あ
る
バ
ー
を
足
で
踏
み
椅
子
を
斜
め
に
す

る
⑥
段
差
を
乗
り
越
え
、
椅
子
の
傾
斜
を

戻
す
。
（
中
段
写
真

）

段
差
を
下
り
る
と
き
①
声
掛
け
後
バ
ッ

ク
し
段
差
を
下
り
る
②
両
タ
イ
ヤ
の
内
側

に
あ
る
バ
ー
を
足
で
踏
み
椅
子
を
斜
め
に

す
る
③
バ
ッ
ク
後
車
椅
子
の
傾
斜
を
戻
す

と
い
う
も
の
で
し
た
。
車
椅
子
体
験
で
は

と
く
に
両
輪
内
側
に
あ
る
バ
ー
を
足
で
踏

ん
で
車
椅
子
を
傾
け
る
と
力
を
か
け
ず
に

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
体
験

は
参
加
者
が

〃火
事
だ
―
〃
と
い
う
大
声

を
発
し
、
標
的
の
約
５
ｍ
前
で
消
火
器
の

止
め
ピ
ン
を
抜
き
、
日
標
め
が
け
て
３
ｍ

前
ま
で
近
づ
き
な
が
ら
消
火
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
（写
真
）

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
体
験
や
訓
練
は
必
要
で
す
。

隋鰺瘍蟷上
鶴
間
７
丁
目
に
お
住
い
の
Ｈ
さ
ん
は

自
動
車
関
連
の
会
社
を
営
む
傍
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｈ

家
は
近
年
建
て
た
住
宅

（耐
震
耐
火
構
造

建
築
物
）
に
ご
夫
婦
２
人
で
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｈ
家
の
防
災
対
策
は
、
い
つ
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
念
頭
に
以
下

の
よ
う
で
す
。

第
１
は
災
害
で
家
屋
が
倒
壊
し
た
と

き
、
避
難
で
き
る
よ
う
に
玄
関
な
ど
の
出

入
口

（避
難
路
）
を
確
保
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

第
２
は
寝
室
、
窓
の
付
近
な
ど
の
危
険

と
思
わ
れ
る
場
所
に
で
き
る
だ
け
物
を
置

か
な
い
こ
と
で
す
。

第
３
は
タ
ン
ス
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
に

倒
れ
防
止
の
金
具
を
着
装
し
て
い
ま
す
。

（写
真
）

第
４
は
緊
急
用
に
若
干
の
飲
料
水
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

♪もしもしカメよカメさんよ♪
のリズムでAED体験

火事だ一′と大声発生 初期消火に努めよう

L字型金具でタンスを固定
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令和 5年 9月 6日 東 りんかん ふれあいだより (4)

令
和
５
年
度
第
１
回
目
の
除
草
作
業
が

曇
天
の
５
月
２１
日

（日
）
、
東
林
間
１
丁

目
緑
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
自

治
会
役
員
１３
人
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４

人
の
合
計
１７
人
で
し
た
。
今
回
は
早
期
に

除
草
作
業

に
取
り
組
ん
だ

こ
と
も
あ

っ

て
、
雑
草

の
量
は
少
な
い
方
で
し
た
ｃ

そ

れ
で
も
緑
地
面
積
が
広
い
の
で
参
加
者
は

汗
を
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
力
を
合
わ

せ
て
除
草
作
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
東

林
間
１
丁
目
緑
地
は
風
通
し
と
見
通
し
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

２

回

目

の
除

草

作

業

は

７

月

２３

日

（
日

）、
東
林
間
ふ
れ
あ
い
広
場

で
行
わ

れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
連
日
の
猛
暑

・

酷
暑
の
た
め
延
期
に
な
り
ま
し
た
ｃ

草
花
の
植
え
替
え
活
動
が
曇
天
の
６
月

１０
日

（土
）
、
ポ
ケ
ツ
ト
パ
ー
ク
で
開
催
。

予
定
で
は
Ｈ
日

（日
）
で
し
た
。
し
か
し
、

当
日
は
雨
天
と
の
天
気
予
報
の
た
め
前
倒

し
に
。
急
な
日
程
変
更
の
た
め
、
都
合
を

つ
け
た

″有
志
″
の
役
員
Ｈ
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

花
壇
は
冬
春
用
の
草
花
か
ら
赤
の
サ
ル

ビ
ア
、
黄
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
白
、

ピ
ン
ク
の
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
夏
秋
用

の
草
花
に
植
え
替
え
ら
れ
、
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
周
囲
に
植
栽
さ
れ
て
い

る
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
も
刈
り
込
ま
れ
ス
ツ

キ
リ
し
ま
し
た
。
第
４
公
園
に
も
同
様
の

草
花
が
植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

美しい草花の植え替えで心も晴れやかな“有志
"

大規模地震発生時における無線情報の流れ

設準備要請

効率よく除草作業が行われました
お疲れさまでした

見通 しが良くな りました

葛

（く
ず
）
の
木
は
三
角
公
園
周
囲
に

十
数
か
所
あ
り
ま
す
。
そ
の
茎
は
年
間
約

１０

ｍ
も
伸
び
ま
す
。
昨
年
、
三
角
公
園
と

小
田
急
江
ノ
島
線
の
境
界
部
分
に
あ
る
ネ

ツ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
葛
で
全
面
的
に
覆
わ
れ
、

外
側
か
ら
公
園
内
が
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
防
犯
や
景
観
的
に
放
置
で
き
ず
、
茎

の
剪
定
を
。
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
絡
み
つ

い
た
葛
茎
は
枯
れ
ま
し
た
。

今
年
５
～
８
月
に
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
自
治
会
が
伸
び
だ
し
た
茎
の
剪
定
と
ネ

ッ
ト
に
絡
み
つ
い
た
枯
れ
て
い
る
茎
の
除

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
小

田
急
江
ノ
島
線
側
の
低
め
の
金
網
フ
ェ
ン

ス
と
三
角
公
園
側
の
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
間
、
幅
約
ｌ
ｍ
、
先
行

１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
足
元
の
不
安
定
な
所
で

行
わ
れ
ま
す
。
作
業
の
結
果
、
見
通
し
が

良
く
な
り
ま
し
た
。
（写
真
）
こ
の
作
業

は
来
年
度
以
降
も
毎
月
必
要
で
す
。

■
■
■

二
●
■
■
●

■

大
規
模
地
震
発
生
時
、
電
話
、
電
子
メ

ー
ル
が
つ
な
が
り
に
く
い
の
で
無
線
機
通

信
の
出
番
。
そ
の
流
れ
は
次
の
よ
う
で
す
。

ま
ず
現
地
対
策
班

（ま
ち
づ
く
リ
セ
ン

タ
ー
）
は
避
難
所

へ
開
設
準
備
を
要
請
。

（図
）
次
に
現
地
対
策
班
は
連
合
本
部

（
自

治
会
地
区
連

）
経
由
で

一
時
避
難
場
所

へ

待
機
要
請
し
ま
す
。

一
方
、
避
難
所
は
準
備
終
了
後
、
現
地

対
策
班

へ
開
設
可
能
と
伝
え
ま
す
。
そ
の

後
、
現
地
対
策
班
は
連
合
本
部
、
自
主
防

災
隊

（自
治
会
）
経
由
で

一
時
避
難
場
所

へ
避
難
誘
導
を
依
頼
。　
一
時
避
難
場
所
は

誘
導
前
に
自
主
防
災
隊

へ
誘
導
開
始
と
避

難
者
数
を
伝
達
し
、
到
着
後
、
避
難
所

へ

避
難
者
数
を
伝
え
ま
す
。
避
難
所
は
現
地

対
策
班
へ
受
入
避
難
者
数
を
報
告
。

関
係
者
は
避
難
者
数
を
把
握
し
、
そ
の

後
の
対
応
に
活
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑥
誘導開始
報告
避難者

○△人

(情 報伝達カー ド)

避難者○□人

0誘導開始報き
避難者0▲人

注 :東林地区まちづ くリセンター
・

令和4年度東林地区防災訓練合同会議』5ヽ 8頁 より作成 .

現地対策班
(ま ちづくリセ/ター)

嘔)開設可能
避難所
(小 中学校 )連合本部

(自 治会地区連 )

避難者O× 人

;避 難ワi 待機要請

④ ①

開設

自主防災隊
(自

'台

会 )

|セ′|1誘導依頼 一時避難場所
(自 宅近 くの公園など)

風
通
し
が
良
く
な

っ
た
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(5) 東 りんかん ふれあいだより 令和 5年 9月 6日

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
用
い
た
放
水
訓
練

と
車
椅
子
に
よ
る
避
難
訓
練
が
曇
天
の
５

月
２７
日

（日
）
、
林
間
公
園
で
４
年
ぶ
り

に
開
催
。
参
加
者
は
区
長
さ
ん
Ｈ
人
、　
一

般
会
員
５０
人

（う
ち
子
ど
も
３
人
）
の
他
、

消
防
関
係
者
５
人
、
社
会
福
祉
関
係
者
２

人
、
自
治
会
役
員
１３
人
の
計
８１
人
。

放
水
訓
練
で
は
、
消
防
署
東
林
分
署
の

小
泉
さ
ん
か
ら
初
期
消
火
の
大
切
さ
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
で
は
消
火
器
を

用
い
る
他
、
三
角
バ
ケ
ツ
、
食
器
な
ど
で

初
期
消
火
し
ま
す
。

一
方
、
地
域
で
は
ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ
を

用
い
て
初
期
消
火
し
ま
す
。
消
防
署
で
用

い
る
消
火
用
ホ
ー
ス
は
口
径
６５
鰤
で
す
。
自

治
会
で
用
い
る
ホ
ー
ス
は
口
径
４０
ｍｍ
で
す
。

鶴の台小学校歩道橋の傾斜歩道を用いた
車椅子防災訓練

こ
れ
は
よ
り
軽
量
で
か
つ
使
用
し
や
す
い

も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
は
口
径
６５
皿
か
ら
４０
ｍｍ
へ
変
換
す
る
装

置
で
す
。
多
く
の
参
加
者
が
体
験
し
ま
し

た
。
（上
段
写
真
）

こ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
消
火
用
ホ
ー

ス
は

一
部
の
防
災
倉
庫
に
格
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
区
長
さ
ん
が
防
災
倉
庫
を
開
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
椅
子
に
よ
る
防
災
訓
練
で
は
大
地
震

発
災
時
に
踏
切
が
使
え
な
い
こ
と
を
想
定

し
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
傾
斜
歩
道

）
を
使

っ
た
も
の
で
し
た
。
対
象
者
は
自
分
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

（要
援
護
者
）

を
想
定
。

２０
台
の
車
椅
子
を
用
い
、
２
人

１
組
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（写
真
）
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
の
草
柳
さ
ん
か
ら
、
対
象

者

へ
声
が
け
し
て
か
ら
操
作
す
る
こ
と
な

ど
具
体
的
な
車
椅
子
の
使
い
方
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

訓練参加 長い行列ができました

スーパーボウルすくい、ヨーョー釣りに
興じる子ども達

東
林
間
西
日
祭
り
が
７
月
２２
日

（
土

）、

２３
日

（日
）
の
午
後
２
時
か
ら
８
時
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

２２
日
は
関
東
地
方
で
梅

雨
明
け
宣
言
。
西
日
祭
り
は
コ
ロ
ナ
禍
で

４
年
ぶ
り
の
開
催
。
こ
の
祭
り
は
子
ど
も

達
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

大
々
的
な
宣
伝
が
な
く
て
も
子
ど
も
達

は
夏
休
み
が
始
ま
り
解
放
さ
れ
た
気
分
で

参
加
。

２２
日
午
後
２
時
半
ご
ろ
に
は
人
だ

か
り
が
で
き
ま
し
た
。
３
時
ご
ろ
か
ら
と

う
り
ん
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
祭

り
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
に
、
こ
の
祭
り
を

ど
こ
で
知

っ
て
来
た
の
、
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
①
保
護
者
、
友
達
か
ら
聞
い
て
の
他
に

②
中
学
校
、
塾
の
掲
示
板
を
見
て
③
道
路

通
行
止
め
予
告
の
看
板
を
見
て
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
し
た
ｃ

Ａ
盆
踊
り
大
会

Ｊ
Ａ
盆
踊
り
大
会
が
７
月
２２
日

（土
）
、

Ｊ
Ａ
駐
車
場
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
。
西
日

祭
り
に
加
え
て
の
盆
踊
り
大
会
で
夏
祭
り

ム
ー
ド
が
さ
ら
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

開
催
時
間
は
午
後
７
時
か
ら
９
時
頃
ま
で

約
２
時
間
。
Ｊ
Ａ
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
約

３０
人
が
踊
り
の
先
導
役

・
リ
ー
ダ
ー
に
。

参
加
者
が
加
わ
り
、
や
ぐ
ら
の
周
り
に
大

き
な
輪
が
で
き
ま
し
た
。

夜
空
に
鳴
り
響
く
や
ぐ
ら
太
鼓
の
演
奏

は
ベ
テ
ラ
ン
の
安
斉
隆

・
磯
貝
智
子
さ
ん

の
ほ
か
鈴
木
征
人
さ
ん
が
担
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
の
曲
目
は
新
相
模
原
音
頭
を
始

め
馴
染
み
の
炭
坑
節
、
東
京
音
頭
、
相
馬

盆
唄
。
７
時
４５
分
か
ら
の
１５
分
間
こ
ど
も

阿
波
踊
り

（あ
う
ん
連
）
が
参
加
。
大
会

に
花
を
添
え
ま
し
た
。
や
ぐ
ら
の
前
で
記

念
写
真
を
撮
る
家
族
連
れ
も
見
ら
れ
、
真

夏
の
夜
の
楽
し
い
盆
踊
り
で
し
た
。

響
議`・
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令和 5年 9月 6日 東 りんかん ふれあいだより (6)

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
活
性
化
に
向
け
て

東
林
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
所
長

齋
藤
満
里
子

４
月

に
着

任

し

ま

し

た
。

東

林

間

自

治
会

の
皆

様

に

は
、

自

治

会

活

動

を
始

め
地

域

の
ま

ち
づ

く

り

に
ご

尽

力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
は
新
し
く
立
派
な
自

治
会
館
が
開
館
の
運
び
と
な
り
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
自
治
会
活
動
や

行
事
、
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
皆
様
に
末

永
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
東
林
間
自
治
会
は
約
４
千
７
百

世
帯

の
東
林
地
区
最
大
の
自
治
会
で
あ

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
防

災
、
防
犯
、
環
境
な
ど
様
々
な
活
動
を
行

っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
夏
は
、
地
域
の
お
祭
り
が

賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り

「サ
マ
ー
わ
ぁ
―

ニ
バ
ル
」
や

「ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
以
前
の
よ
う
な
交
流
の
場

が
戻

っ
て
き
て
、
皆
様
の
笑
顔
で
東
林
間

地
区
が
盛
り
上
が
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

東
林
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
自
治
会
と
地
域
振
興
の
支
援

に
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
部
副
部
長

田
村
晃

一
郎

私
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
部
担
当
前

ま
で
自
治
会

の
活
動
内
容
を
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
治
会
活
動
は
ゴ

ミ
だ
し
や
防
犯
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に

関
係
す
る
身
近
な
も
の
で
す
。
そ
の
視

点
か
ら
分
か
り
や
す
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
伝
え
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

故
福
島
康
人
元
東
林
間
自
治
会
長
が

立
ち
上
げ
た
上
鶴
間
ラ
ジ
オ
体
操
会
が

１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
８
月
２
日
（水
）

の
ラ
ジ
オ
体
操
後
、
１
時
間
ほ
ど
会
員

と
子
ど
も
達
約
４０
人
で
心
温
ま
る
祝
賀

会
が
開
か
れ
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

褥
鍮
瞼
之
珀
懸゙
盗
量
。

に
渡
し
ま
し
た
。
放
送
班
は
主
に
各
連
の

紹
介
原
稿
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
班
は
持
ち
寄
ら
れ

た
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
予
め
用
意
し
た
ゴ
ミ
箱

に
分
別
し
て
入
れ
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
鶴
中
生
は
東
林
間
サ
マ
ー

わ
あ
！
ニ
バ
ル
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
貢

献
し
地
域
に
と

っ
て
必
要
な
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
学
生
が
わ
が
故
郷
に
誇

り
と
自
信
を
持
て
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

自
治
会
役
員

・
協
力
員
は
本
部
会
場
の

受
付

。
会
計

。
筆
耕
の
他
に
交
通
、
警
備
、

誘
導
、
救
護
、
清
掃
な
ど
多
方
面
で
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

と
く
に
交
通
の
分
野
で
は
早
朝
７
時
に

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
東
林
間
店
に
隣
接
す

る
駐
車
場
に
集
ま
り
、
交
通
整
理
に
必
要

な
資
材
を
積
み
込
み

。
設
営

。
回
収
し
ま

し
た
。
（写
真
）

鶴

砕
霊
く
、「

鶴中生の皆さん ありがとう !

上
鶴
間
中
学
校
生
徒
有
志
延
べ
４０
名
は

今
年
も
東
林
間
サ
マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
参
加
生
徒
は
１
年
生
４
人
、
２

年
生
６
人
、
３
年
生
１２
人
の
合
計
２２
人
。

二
日
目
は
１
年
生
１０
人
、
２
年
生
１
人
、

３
年
生
７
人
の
合
計
１８
人
。
こ
の
中
で
両

日
と
も
参
加
し
た
生
徒
は
１２
人
で
し
た
。

生
徒
達
は
地
域
の
指
導
者

の
も
と
案

内

・
落
し
物
、
放
送
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
を
担
い
ま
し
た
。

案
内

・
落
し
物
班
は
会
場
の
場
所
な
ど

を
示
し
た
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
な
ど
を
参
加
者

今朝も元気にイチ、二、サン

10周年
を迎えた

早朝からお疲れさまでした

ヽ
―
一
―
■

一・
一
，
一
一

．

・●

一

・
．

一

●

●

●

一
●
一
―
―

一鍵
畷

自
治
会
役
員
も
活
躍

―
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広
報
部
は
、
７
月
２４
日

（月
）
、
上
鶴

間
７
丁
目
に
お
住
い
の
大
久
保
貞
夫
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
は
戦
時
中

大
久
保
さ
ん
は
茨
城
県
土
浦
市
で
昭
和

８
年
Ｈ
月
１
日
の
お
生
ま
れ
で
す
。

小
学
校
２
年
の
昭
和
１６
年
に
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
力
持
ち
の
男
性
は

軍
隊
に
動
員
。
小
学
校
で
の
勉
強
は
代
用

教
員
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
ス
ト
ー
プ
で
弁
当
を
温
め
て

い
た
中
か
ら
、
誰
が
入
れ
て
き
た
の
か
、

お
餅
の
焼
け
る
臭
い
が
立
ち
込
め
、
ぜ
い

た
く
品
を
食
べ
る
人
が
い
る
の
か
と
、
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

小
学
校
６
年
の
時
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

一
員
と
し
て
参
加
。
英
霊
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
土
浦
に
は
阿
見
飛
行
場
が
あ
り
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１５
～
１７
歳
の
少
年
が

特
攻
隊
の
訓
練
を
経
て
戦
地
へ
。
大
久
保

少
年
は
そ
れ
を
眺
め
て
過
ご
し
ま
し
た
。

終
戦

・
進
学

・
就
職

昭
和
２０
年
８
月
・５
日
に
終
戦
。
翌
年
、

大
久
保
さ
ん
は
地
元
の
中
学
に
入
り
卒
業

後
、
地
元
の
土
浦
第

一
高
校

へ
進
学
。
そ

の
後
、
中
央
商
科
短
大
に
入
学
。
商
業
に

興
味
を
失
せ
中
退
後
、
埼
玉
新
聞
に
就
職
ｃ

ご
結
婚
後
、
中
日
新
聞
へ
転
職
し
ま
し
た
。

移
　
住

大
久
保
さ
ん
は
昭
和
３５
年
に
現
在
お

住
い
の
上
鶴
間
に
戸
建
て
の
居
を
構
え

ま
し
た
。
建
築
代
は
２８
坪
で
８０
万
円
。

平
成
６
年
に
長
年
勤
め
た
中
日
新
聞
を

定
年
退
職
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導
入
で

最
後
の
活
版
印
刷
に
な

っ
た
と
述
懐
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
活
動

大
久
保
さ
ん
は
平
成
６
年
に
東
林
間
自

治
会
広
報
部
副
部
長
と
民
生
委
員
に
。
民

生
委
員
を
６
年
間
担
当
し
、
福
祉
活
動
に

勤
し
む
傍
ら
「ア
コ
ー
デ
オ
ン
で
歌
う
会
」

を
結
成
。
民
生
委
員
の
仲
間
と
６
年
間
楽

し
み
ま
し
た
。
解
散
後
も

「県
央
ア
コ
ー

デ
オ
ン
サ
ー
ク
ル
」
に
参
加
。
年
１
回
の

発
表
会
に
向
け
目
下
練
習
中
で
す
。

平
成
７
年
に
広
報
部
長
に
。
副
部
長
時

代
を
含
め
る
と
２２
年
間

（６０
～
８２
歳
）
の

長
き
に
わ
た
る
広
報
活
動
で
し
た
。
こ
の

間
、
広
報
紙

『東
り
ん
か
ん

ふ
れ
あ
い

だ
よ
り
』
の
紙
面
を
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版

へ
拡
大
、
自
黒
か
ら
カ
ラ
ー
ヘ
変
更
、
頁

数
も
４
頁
か
ら
８
頁

へ
増
や
し
ま
し
た
。

こ
の

「長
寿
ば
ん
ざ
い
」
も
彼
が
生
み
の

親
で
す
。
大
久
保
さ
ん
は
現
在
の
広
報
紙

の
礎
を
築
い
た
方
で
す
。

近
　
況

広
報
部
長
時
代
に
先
述
の
ア
コ
ー
デ
オ

ン
の
他
に
、
コ
ー
ラ
ス
の

「音
夢

（ね
む
）

の
会
」
に
所
属
も
解
散
。
表
千
家
茶
道
同

好
会
に
は
今
も
参
加
。
多
様
な
趣
味
の
中

で
最
も
好
き
な
趣
味
は
麻
雀
。
そ
の
話
に

な
る
と
目
が
輝
き
ま
す
。

大
久
保
さ
ん
は
今
年
か
ら
東
む
つ
ご
会

（老
人
ク
ラ
ブ
）
の
会
長
に
就
任
。

奥
さ
ま
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
認
知
症
を

患
い
、
圧
迫
骨
折
も
。
大
久
保
さ
ん
は
家

事
全
般
と
介
護
で
好
き
な
麻
雀
を
す
る
暇

は
な
い
と
。
そ
う
い
う
ご
本
人
も
８０
歳
代

後
半
に
ガ
ン
と
脳
梗
塞
に
。
幸
い
に
し
て

早
期
対
応
、
家
族
の
協
力
、
体
力
、
適
合

し
た
薬
に
よ
り
早
期
回
復
し
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
は
特
に
な
く
、
規
則
正
し

い
生
活
を
続
け
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
幸
せ

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

奥さまを大切に
なさってください !

大久保 貞夫さん89歳

・出生地 茨城県土浦市
・誕生日 昭和 8年 11月 1日

・主な学校と仕事

昭和28年 、上浦第一高校 1夜 間,卒

業、中央商科短大中退後、埼玉新

聞に入社t結 婚後、中日新聞へ転
職 (35年 間た 平成 6年 、60歳 で定

年退職
・地域活動

平成6年民生委員 16年 間1、 東林問

自治会広報部副部長、平成7年 広

報部部長 (21年 間,

令和5年 から東林地区老人クラブ

連合会東むつご会会長
・賞 罰

平成26年、神奈川県知事から環境

美化で感謝状を受賞

長寿万歳 !
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コニ曜野
又 員

東
６
区

区
長
　
嘉
松
　
恵
美

東
６
区
は
上
鶴
間
中
学
校
近
く
に
位
置

し
、
４
班
６５
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

退
会
さ
れ
た
世
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１

班
に
２
世
帯
、
３
班
に
１
世
帯
新
し
く
加

入
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
区
長
に
な
り
ま
し
た
。
何

も
わ
か
ら
な
い
私
で
す
が
、
前
区
長
さ
ん

や
経
験
者
が
近
く
に
い
て
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
る
の
で
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。

中
学
校
プ
ー
ル
側
の
ご
み
置
き
場
の
ネ

ッ
ト
が
古
く
な

っ
て
近
隣
の
方
た
ち
で
交

換
し
て
く
だ
さ
り
ず
ネ
ッ
ト
も
頑
丈
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
は
利
用
者
も
多
い
で
す

が
、
ゴ
ミ
出
し
も
当
番
も
き
ち
ん
と
守
ら

れ
て
い
る
の
で
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
綺

麗
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
デ
ー
は
、
か
し
わ
公
園
が
担

当
で
す
。
役
員
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、
近
隣

の
方
た
ち
な
ど
が
集
ま
り
、
除
草
作
業
や

清
掃
を
行
い
、
綺
麗
に
し
て
い
ま
す
。

挨
拶
や
立
ち
話
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
地
区
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
住
画
伯
の
絵

自
治
会
館

に
展
一

上
鶴
間
６
丁
目
に
住
ん
で
お
ら
れ
た

日
本
画
家

の
大
家
、
故
岩
橋
英
遠
画
伯

の
絵
画
が
東
林
間
自
治
会
館
１
階
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（写
真
）
こ
の
絵
画

は
東
林
間
開
拓
百
周
年

（
昭
和
６２
年
）

を
記
念
し
画
伯
か
ら
特
別
寄
贈
さ
れ
た

も

の
で
す
。

こ
れ
は
地
域

の
宝

で
す
。

ゆ

っ
く
り
と
観
賞
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
●

１０
月
８
０
（
日
）
午
前
９
時

●

●

東
林
小
学
校

日
月
‐２
日
（
日
）

午
前
９
時
頃

―
・　
近
く
の
公
園
。小
中
学
校

少
年
対
熟
年
野
球
大
会

ロ
ロ
＝
■
〓
■
（‐上
）午
証
＆
時‐‐‐

場
所
深
堀
中
央
公
園

自
治
会
監
事
の
長
岡

彰
氏
は
令
和
５

年
６
月
に
長
年
に
わ
た
る
地
域
活
動
で
相

模
原
市
自
治
会
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。デヽ'

轟ｒ”　
・４．ｒヽ

西
日
本
、
東
北
の
豪
雨
を
よ
そ
に
関
東

は
７
月
７
日
以
降
真
夏
日
、
猛
暑
日
の
連

続
。
そ
こ
で

一
句

〃涼
し
げ
な
朝
顔
打
ち

消
す
こ
の
暑
さ
　
先
々
い
つ
ま
で
続
く
こ

と
や
ら
〃

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
頓
挫
し
た
地
域
行

事
。
よ
う
や
く
復
活
し
ま
し
た
。
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
完
全
復
活
と
は
い
え
な
い

ま
で
も
、
ま
ず
は
そ
れ
に
近
づ
け
る
こ
と

で
す
。
秋
以
降
、
地
域
行
事
が
目
白
押
し
。

元
気
を
だ
し
、
力
を
合
わ
せ
て
少
し
で
も

前
に
進
み
ま
し
よ
う
。

広
報
部
部
長
　
日
暮
　
曖貝
司

③興り
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岩橋英遠画伯の略歴
日本画家 (明治36～平成11年 )

明治36年

昭和43年

同年

47年

56年

61年

62年

平成 6年

11年

滝‖1市 で生まれる

東京芸術大学教授

相模原市へ転居

LI本 芸術院賞受賞

日本芸術院会員

東京芸術大学名誉教授

文化功労者

文化勲章受章

|□ 模原市で逝去_96歳

注 :『 ウィキペディア」などによる

本紙に顔の判別できる写真が掲載されることもあります。ご了解ください。
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